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「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
の
環
境
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
六
六
国
会
に
お
い
て
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
木
曽
川
連
絡
導
水
路
事
業
の
目
的
と
効
果
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
六
月
一

二
日
付
け
）
を
提
出
し
、
六
月
二
二
日
付
け
で
そ
の
答
弁
書
（
以
下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
。

当
該
質
問
主
意
書
提
出
の
際
は
、
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
導
水
路
検
討
会
（
第
六
回
）
（
二
〇
〇
六
�
八
�
三
〇
）
関
係
資
料

（
以
下
、
「
上
流
単
独
案
」
と
い
う
。
）
」
に
基
づ
い
て
質
問
を
し
た
。
非
公
式
な
が
ら
そ
の
時
点
で
は
「
こ
の
資
料
の
線

（
上
流
単
独
案
）
で
検
討
を
進
め
て
い
る
」
と
担
当
者
は
述
べ
て
い
た
。

そ
し
て
答
弁
書
で
は
、
「
検
討
中
で
あ
る
。
（
一
に
つ
い
て
）
」
「
計
算
し
て
い
な
い
。
（
二
の
（
一
）
に
つ
い
て
）
」

「
お
尋
ね
の
『
…
資
料
』
は
存
在
し
な
い
。
（
二
の
（
二
）
に
つ
い
て
）
」
「
『
…
資
料
』
は
、
存
在
し
な
い
。
／
今
後
…
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
二
の
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て
）
」
「
今
後
更
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
三
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て
）
」
「
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
三
の
（
四
）
に
つ
い
て
）
」
「
必

要
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。
（
四
の
（
一
）
及
び
（
二
）
の
�
に
つ
い
て
）
」
「
調
査
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
四
の
（
二
）
の
�
に
つ
い
て
）
」
等
、
ほ
と
ん
ど
の
事
項
に
つ
い
て
「
現
在
資
料
は
存
在
し
な
い
。
今
後

調
査
し
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。

一



八
月
二
二
日
に
は
上
流
単
独
案
を
大
き
く
変
更
す
る
「
上
流
分
割
案
」
と
い
う
新
規
の
も
の
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
二
月

二
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
来
年
度
予
算
政
府
案
で
は
「
上
流
分
割
案
」
を
基
に
、
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
」
に
概
算
要

求
通
り
の
一
五
億
円
を
「
建
設
費
」
、
そ
れ
も
内
一
四
億
円
は
水
資
源
機
構
事
業
（
水
資
源
開
発
事
業
交
付
金
）
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
水
資
源
機
構
事
業
と
す
る
た
め
の
最
低
限
の
法
定
手
続
（
Ａ＝

河
川
整
備
計
画
に
位
置
づ
け
る

Ｂ＝

水
資
源
開
発

基
本
計
画
の
一
部
変
更
を
行
う
）
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
途
上
（
入
り
口
）
な
い
し
開
始
さ
れ
て
も
い
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
は
本

年
一
一
月
二
八
日
に
原
案
が
示
さ
れ
、
法
定
の
河
川
法
第
一
六
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
の
手
続
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
Ｂ
は
国
土
審
議
会
水
資
源
分
科
会
木
曽
川
部
会
に
諮
ら
れ
て
も
い
な
い
。

一
六
六
国
会
で
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
は
答
弁
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
二
ヶ
月
後
に
は
全
て
「
解
決
」
し
た
上
で
、
さ

ら
な
る
計
画
変
更
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
強
い
疑
念
と
不
信
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
法
定
手
続
完
了
前
に
、
「
見
込
み
・
予
定
」
で
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
も
不
可
解
で
あ
り
、
「
法
律
に
よ
る
行
政
」

「
財
政
民
主
主
義
」
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
料
す
る
。

以
下
、
答
弁
書
、
六
月
以
降
の
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
策
定
及
び
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
計
画
策
定
の
現
状
（
関

二



係
住
民
へ
の
河
川
管
理
者
の
説
明
の
状
況
を
含
む
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

異
常
渇
水
時
の
河
川
環
境
保
全
と
い
う
目
的
に
つ
い
て

八
月
二
二
日
の
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
・
上
流
分
割
案
発
表
の
際
、
「
治
水＝

六
五
％
、
新
規
利
水＝

三
五
％
」
が
示

さ
れ
た
。
他
の
水
系
の
水
準
を
上
回
る
「
超
過
渇
水
対
策
」
を
治
水
予
算
で
こ
の
水
系
に
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
「
木
曽
川
水
系
が
他
の
水
系
・
河
川
に
先
ん
じ
て
超
過
渇
水
対
策
の
施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
表
現
は
、
木
曽

川
水
系
流
域
委
員
会
委
員
長
で
も
あ
り
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
委
員
で
も
あ
る
辻
本
哲
郎
氏
が
繰

り
返
し
使
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。

（
�
）
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
計
画
が
対
象
と
す
る
異
常
渇
水
は
、
「
平
六
渇
水
（
一
九
九
四
年
渇
水
）
」
で
あ
り
、
答
弁

書
で
は
「
『
そ
の
規
模
の
渇
水
の
発
生
確
率
』
に
つ
い
て
は
、
計
算
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
木
曽
川

水
系
流
域
委
員
会
」
や
「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
で
の
河
川
管
理
者
の
説
明
で
は
、
頻
繁
に
一
九
九
四
年
渇
水
を
「
�
／
��

規
模
の
渇
水
」
と
表
現
し
て
い
た
。
確
か
に
一
九
九
四
年
渇
水
は
最
近
二
〇
年
内
に
起
こ
っ
て
い
る
が
、
「
�
／
��
規
模

の
渇
水
に
対
応
」
と
い
う
表
現
は
誤
解
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
答
弁
書
と
の
整
合
性
も
含
め
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）
他
の
水
系
の
水
準
を
大
き
く
上
回
る
既
往
最
大
渇
水
に
対
応
す
る
と
い
う
「
超
過
渇
水
対
策
」
を
こ
の
水
系
に
導
入
す

三



る
（
他
の
水
系
か
ら
見
れ
ば
不
公
平
と
も
い
え
る
）
積
極
的
理
由
は
何
か
。
答
弁
書
で
の
「
木
曽
川
に
お
い
て
は
、
平
成

六
年
に
、
瀬
切
れ
を
起
こ
す
等
他
の
同
規
模
の
河
川
に
は
見
ら
れ
な
い
渇
水
が
生
じ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
河
川
整
備
基

本
方
針
検
討
小
委
員
会
で
の
議
論
及
び
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
で
の
説
明
と
審
議
で
は
主
軸
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
質
問
す
る
。

答
弁
書
及
び
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
で
の
議
論
及
び
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
で
の
説
明
の
整
合
性
を
明

ら
か
に
し
、
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）
「
治
水＝

六
五
％
」
の
部
分
は
、
「
木
曽
川
へ
補
給
さ
れ
る
緊
急
水
を
水
道
用
水
又
は
工
業
用
水
と
し
て
特
定
の
水
利

使
用
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
目
的
と
し
て
お
ら
ず
」
（＝

答
弁
書
）
、
あ
く
ま
で
も
異
常
渇
水
時
の
河
川
環
境
保
全

と
さ
れ
て
い
る
。

�

答
弁
書
で
は
「
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
徳
山
ダ
ム
か
ら
、
異
常
渇
水
時
に
導
水
路
に
よ
り
一
級
河
川
木
曽
川
水

系
木
曽
川
に
緊
急
水
を
補
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
曽
川
の
河
川
環
境
の
改
善
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
に
つ
い

て
定
量
的
に
把
握
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
の
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
た
木
曽
川
水
系
連
絡

導
水
路
事
業
に
係
る
調
査
費
に
よ
り
、
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
八
月
二
二
日
に

四



「
長
良
川
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
〇
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
」
上
流
分
割
案
を
「
導
水
路
検
討
会
」
で
合

意
し
、
現
在
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
・
上
流
分
割
案
」
を
法
定
手
続
（
河
川
整
備
計
画
）
の
俎
上
に
乗
せ
、
建
設

費
を
予
算
案
と
ま
で
し
て
い
る
以
上
、
「
河
川
環
境
の
改
善
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
に
つ
い
て
定
量
的
に
把
握

す
る
」
こ
と
は
、
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

毎
秒
二
〇
�
（
う
ち
毎
秒
四
�
を
長
良
川
に
放
流
）
を
緊
急
水
と
す
る
こ
と
の
数
値
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
整
理

し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
十
分
に
説
明
さ
れ
た
い
。

�

�
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
や
に
考
え
る
が
、
答
弁
書
の
「
『
一
九
九
四
年
渇
水
時
の
木
曽
川
（
特
に
犬
山
頭
首
工

よ
り
下
流
）
の
環
境
被
害
軽
減
対
策
の
検
討
に
係
る
資
料
』
は
、
存
在
し
な
い
。
…
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
当
該

調
査
費
に
よ
り
、
測
量
、
水
文
・
水
質
観
測
、
環
境
調
査
、
施
設
設
計
等
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
等
の
結
果

を
踏
ま
え
、
今
後
、
お
尋
ね
の
『
河
川
環
境
被
害
の
軽
減
効
果
の
具
体
的
な
予
測
及
び
当
該
事
業
の
必
要
性
・
妥
当

性
』
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
に
つ
き
、
そ
の
後
の
調
査
結
果
の
概
要
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
十
分
な
説
明
を
さ
れ
た
い
。

（
�
）
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
け
る
木
曽
川
（
基
準
地
点
・
今
渡
）
の
正
常
流
量
は
、
木
曽
成
戸
地
点
の
維
持

五



流
量
か
ら
遡
っ
て
決
め
た
、
と
国
土
交
通
省
担
当
者
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
木
曽
成
戸
地
点
の
維
持
流
量
毎
秒
五
〇
�
に

関
し
て
、
河
川
整
備
基
本
方
針
策
定
の
際
の
「
説
明
資
料
（
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
（
案
）

流
水
の
正
常
な

機
能
を
維
持
す
る
た
め
必
要
な
流
量
に
関
す
る
説
明
資
料
（
案
）
【
木
曽
川
編
】
）
」
で
は
、
木
曽
成
戸
地
点
の
動
植
物

（
こ
れ
が
最
大
流
量
と
な
っ
て
全
体
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
と
し
て
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
挙
げ
て
い
る
。

�（
ア
）
こ
の
説
明
資
料
一
四
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。

こ
の
グ
ラ
フ
に
科
学
性
が
な
い
（
何
も
の
も
意
味
し
な
い
）
こ
と
は
、
特
に
専
門
家
で
な
く
と
も
一
見
し
て
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
第
一
〇
回
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
で
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
研
究
に
詳
し
い
関
口
秀
夫
委
員

は
「
こ
の
グ
ラ
フ
に
は
全
く
科
学
的
意
味
は
な
い
。
こ
れ
が
木
曽
成
戸
地
点
で
の
維
持
流
量
に
関
す
る
何
ら
か
の
科

学
的
根
拠
で
あ
る
か
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
研
究
し
て
き
た
者
と
し
て
到
底
承
服
出
来
な

い
」
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
甚
だ
不
可
解
な
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
説
明
資
料
一
四
ペ
ー
ジ
で
は
「
毎
秒
五
七
�
必
要
と
思
わ
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
第
七
二
回
河
川
整
備
基

本
方
針
検
討
小
委
員
会
へ
の
資
料
六
（
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針

流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め

六



必
要
な
流
量
に
関
す
る
資
料
（
案
）
）
の
四
〇
ペ
ー
ジ
で
は
「
毎
秒
五
〇
�
」
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
・
上
流
分
割
案
で
長
良
川
を
通
っ
て
木
曽
成
戸
地
点
に
毎
秒
四
�
を
緊
急
水
と
し
て
補

給
す
る
等
の
計
画
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
毎
秒
七
�
の
差
は
「
誤
差
の
範
囲
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
丁
寧
か
つ

科
学
的
な
説
明
を
求
め
る
。

�

市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
、
中
部
地
整
の
担
当
者
は
養
殖
研
報
（
一
九
八
四
年
）
田
中
論
文
を
示
し
た
そ
う
だ

が
、
こ
れ
は
水
槽
実
験
で
一
定
濃
度
の
塩
分
中
で
の
生
息
日
数
を
調
べ
た
論
文
で
あ
っ
て
、
汽
水
域
で
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
の
生
息
環
境
に
つ
い
て
の
根
拠
と
な
る
論
文
で
は
な
い
。
他
に
「
木
曽
川
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
に
は
木
曽
成
戸
地
点
の

維
持
流
量
毎
秒
五
〇
�
が
必
要
」
と
い
う
科
学
的
な
知
見
や
研
究
者
の
論
文
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
事
業
の
根
拠
と
し
て
は
甚
だ
心
許
な
い
。

木
曽
成
戸
地
点
の
維
持
流
量
毎
秒
五
〇
�
の
根
拠
及
び
既
往
最
大
異
常
渇
水
時
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
生
息
保
障
と
緊
急

水
の
量
（
数
値
）
の
関
係
に
関
し
、
明
確
な
説
明
を
さ
れ
た
い
。

�

「
平
六
渇
水
（
一
九
九
四
年
渇
水
）
」
に
お
い
て
、
瀬
切
れ
が
発
生
し
た
こ
と
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
斃
死
が
あ
っ
た

こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
数
ヶ
月
後
の
調
査
で
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
含
む
多
く
の
生
物
は
復
元
さ
れ
て
お
り
、
壊
滅
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的
被
害
は
生
じ
て
い
な
い
。
「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
を
斃
死
さ
せ
な
い
た
め
の
緊
急
水
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
巨
大
な
投
資

へ
の
説
明
と
し
て
は
非
常
に
分
か
り
に
く
い
。
こ
れ
に
関
し
て
「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
な
ど
で
の
市
民
の
質
問
に
対
し

て
は
、
河
川
管
理
者
か
ら
は
「
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
た
め
、
だ
け
で
は
な
い
」
等
の
回
答
が
あ
っ
た
と
聴
く
が
、
他
の
何

が
あ
る
の
か
は
、
関
係
住
民
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
か
つ
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

（
�
）
長
良
川
河
口
堰
建
設
時
の
長
良
川
河
口
部
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
へ
の
待
遇
と
、
今
般
の
木
曽
川
河
口
部
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

へ
の
待
遇
は
余
り
に
も
異
な
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
市
民
か
ら
の
疑
問
に
対
し
て
、
「
長
良
川
河
口
堰
で
は

適
正
な
補
償
を
行
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
市
民
は
「
『
適
正
な
補
償
』
時
点
で
の
河
川
局
及
び
事
業

者
の
把
握
し
て
い
た
影
響
予
測
と
漁
業
者
へ
の
説
明
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
三
ヶ
月
を
経
て
も
回
答
が
な
い
。

国
土
交
通
省
河
川
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄
の
「
長
良
川
河
口
堰
」
ペ
ー
ジ
で
、
新
聞
社
に
対
し
て
長

大
に
反
論
し
て
い
る
根
拠
で
も
あ
る
は
ず
の
「
当
時
の
予
測
と
漁
業
者
へ
の
説
明
」
に
関
す
る
説
明
責
任
を
河
川
管
理
者

が
果
た
さ
ね
ば
、
「
超
過
渇
水
対
策
／
木
曽
川
河
口
部
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息
を
保
持
す
る
た
め
に
八
九
〇
億
円
×
六

五
％
の
税
金
を
投
入
す
る
意
味
」
を
国
民
が
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
十
分
な
説
明
を
求
め
る
。

二

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
・
上
流
分
割
案
で
長
良
川
に
放
流
す
る
こ
と
へ
の
環
境
影
響
に
つ
い
て
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長
良
川
は
、
河
口
部
の
一
部
を
除
き
「
岐
阜
の
川
」
で
あ
る
。
特
に
県
庁
所
在
地
で
あ
る
岐
阜
市
の
真
ん
中
を
貫
通
し
、

鵜
飼
な
ど
で
観
光
資
源
と
も
な
っ
て
い
る
長
良
川
へ
の
岐
阜
市
民
の
愛
着
は
大
き
い
。
上
流
分
割
案
で
は
、
徳
山
ダ
ム
の
水

（
西
平
ダ
ム
で
取
水
）
が
、
鵜
飼
が
行
わ
れ
、
水
浴
場
に
も
な
っ
て
い
る
場
所
の
直
上
流
に
放
流
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
岐
阜
市
民
か
ら
は
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

（
�
）
名
古
屋
市
工
業
用
水
分
の
毎
秒
〇
�
七
�
の
水
に
つ
い
て

�

渇
水
時
で
な
く
、
平
常
時
に
も
名
古
屋
市
工
業
用
水
分
の
毎
秒
〇
�
七
�
の
水
は
長
良
川
に
放
流
さ
れ
る
と
理
解
し

て
良
い
か
。

�

「
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
で
は
水
質
及
び
水
の
温
度
差
に
よ
る
影
響
へ
の
質
問
に
つ
い
て
は
「
徳
山
ダ
ム
で
選
択
取
水

を
す
る
」
こ
と
を
も
っ
て
回
答
と
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
河
川
の
水
質
や
生
態
系
の
研
究
者
か
ら
は
、
「
選
択
取
水
」
の

有
効
性
に
は
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

選
択
取
水
を
実
施
し
て
い
る
ダ
ム
と
河
川
に
つ
き
、
そ
の
有
効
性
の
有
無
を
示
す
明
確
な
根
拠
と
分
か
り
や
す
い
説

明
を
求
め
る
。

（
�
）
異
常
渇
水
時
の
毎
秒
四
�
放
流
に
つ
い
て

九



河
川
整
備
計
画
原
案
で
は
、
「
平
成
六
年
規
模
の
大
渇
水
で
、
忠
節
地
点
で
毎
秒
一
一
�
の
河
川
流
量
を
確
保
す
る
」

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
良
川
が
水
質
的
に
一
番
厳
し
い
と
き
、
そ
の
三
分
の
一
以
上
が
徳
山
ダ
ム
の
水
と
な
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
異
常
渇
水
時
に
は
徳
山
ダ
ム
の
水
も
悠
々
と
選
択
で
き
る
（
選
択
取
水
に
よ
っ
て
影
響
を
回

避
で
き
る
）
状
況
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
河
川
環
境
保
全
の
た
め
」
に
治
水
予
算
（
血
税
）
か
ら
六
五
％
分
を
投
資
す
る
こ
の
導
水
に
よ
っ
て
、
長
良
川
の
河

川
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
看
過
出
来
な
い
。

「
平
成
六
年
規
模
の
大
渇
水
で
、
忠
節
地
点
で
毎
秒
一
一
�
の
河
川
流
量
を
確
保
す
る
」
状
況
の
と
き
に
長
良
川
の
河

川
生
態
系
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
十
全
か
つ
具
体
的
な
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）
長
良
川
へ
の
影
響
と
漁
業
補
償
に
つ
い
て

長
良
川
に
徳
山
ダ
ム
の
水
を
流
す
こ
と
は
、
徳
山
ダ
ム
建
設
時
に
は
全
く
無
か
っ
た
「
案
」
で
あ
る
。
長
良
川
の
河
川

環
境
に
負
荷
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
漁
業
者
へ
の
補
償
の
問
題
も
浮
上
し
て
く
る
。
一
般
的
に
は
上
流
に
ダ
ム
が
建
設
さ

れ
る
場
合
に
は
、
下
流
の
漁
業
者
と
も
話
し
あ
い
の
上
、
一
定
の
補
償
を
し
て
い
る
。
今
般
、
徳
山
ダ
ム
の
水
が
長
良
川

に
入
る
と
す
れ
ば
、
「
上
流
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
」
場
合
と
同
様
な
事
態
（
ダ
ム
の
水
が
混
ざ
る
量
や
規
模
の
違
い
は

一
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あ
る
が
）
で
あ
る
。

事
業
費
に
は
漁
業
補
償
は
見
積
も
ら
れ
て
い
る
か
。
見
積
も
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
「
漁
業
に
影
響
な
し
」
と
断
定

し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
の
説
明
を
求
め
る
。

三

河
川
を
ま
た
が
っ
て
水
を
流
す
こ
と
の
生
態
系
へ
の
影
響
に
つ
い
て

第
一
〇
回
木
曽
川
水
系
流
域
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら
「
木
曽
三
川
の
水
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
混
ぜ
る
こ
と
に
は
不

安
・
懸
念
が
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

（
�
）
生
態
系
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
か
。
調
査
結
果
の
概
要

を
示
し
た
上
で
の
説
明
を
求
め
る
。

（
�
）
特
に
特
定
外
来
生
物
が
「
河
川
環
境
保
全
の
た
め
」
の
導
水
路
建
設
で
拡
散
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
。

�

特
定
外
来
生
物
に
つ
き
、
揖
斐
川
・
長
良
川
・
木
曽
川
で
ど
の
よ
う
な
種
が
ど
う
侵
入
（
生
息
）
し
て
い
る
の
か
。

根
拠
を
示
し
た
上
で
の
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

�

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
（
上
流
分
割
案
）
の
建
設
・
導
水
に
よ
っ
て
、
特
定
外
来
生
物
が
拡
散
・
侵
入
す
る
こ
と

一
一



は
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
根
拠
を
示
し
た
上
で
の
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

一
二


